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○異動（休退会を含む）が生じ次第、速やかに協会マイページより、変更手続きをお願い致します。
　※マイページID、PW 紛失の場合は、日本理学療法士協会  TEL： 03-6804-1421  へ申請願います。
○ご結婚等で改姓をされた際の免許の書き換えは、お住まいの地区の保健所又は保健センターでの手続きとなります。

事前WEB申込みとなっております。日本理学療法士協会マイページよりお申込み下さい。

異動届未手続きにより、下記の会員が連絡不能となっております。ご本人、もしくはお心当たりのある方は、事務局までご一報ください。
なお、ご掲載に行き違いが生じましたら、何卒ご容赦願います。

○日本理学療法士協会マイページより領収書の取得ができます。
　出力方法：マイページログイン→お支払い管理→お支払い履歴・領収書発行

○年度開始前の3月末までに納入が無かった場合、4月より会員権利全面停止となり、6月末までに納入がなかった場合、
　会員資格喪失により退会となります。（退会の場合、生涯学習履歴は全て無効となり、復会しても履修履歴は戻りません。）
　詳細は日本理学療法士協会HP→理学療法士の方向けトップページ→協会からのお知らせ→各種手続き→年会費をご確認ください。
○納入手続きは、納入漏れや送金手数料が不要のクレジットカードを推奨致します。詳細については、日本理学療法士協会へお問い合わせ下さい。
　（TEL：03-6804-1421　HP：https://www.japanpt.or.jp/pt/announcement/member/07/ ）

異動・住所変更
改姓・転出入 等
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慶弔関連

講習会申込

【会費納入について】

①依頼者氏名・会員番号　②本人氏名（女性会員の結婚の場合は旧姓）・本人会員番号　③日時　 ④会場・住所・TEL
上記4点を記載し、事務局までメールにてご連絡下さい。

●慶事：会員の結婚 〈ご披露宴に祝電をお届け致します。〉

①依頼者氏名・会員番号
②亡くなられた方の氏名
　1：会員本人の場合
　　・会員氏名 ○○　○○、会員番号 ○○○○○○○○
　2：会員の配偶者及び一親等までのご家族の場合
　　・亡くなられた方の氏名 ○○　○○、続柄（実父・義母 等）
　　・会員氏名 ○○　○○、会員番号 ○○○○○○○○

③日時（お通夜・告別式）
④会場・住所・TEL
⑤喪主氏名・続柄
　（亡くなられた方との続柄。妻・長男等）
⑥会員周知対応可否

●弔事：会員本人、配偶者及び一親等までのご家族についてのご不幸 〈弔意を表します。〉

【年会費領収書について】

≪2023年7月31日現在≫
金子 実、秋島 光雄、中田 美緒子、高橋 慎也、川越 寿織、且見 七都子、加藤 志穂、田中 昌子、伊藤 拓海、梁川 祥太郎、兵庫 匡彦、
吉木 優香、後藤 大直、永口 優果、吉田 結、若濱 涼平、津田 大豪、下門 優人、阪本 史佳、櫻井 啓貴、杉本 清、和田 優一、遠藤 瑞希、
加茂谷 真平、菊地 博一、堀家 康平、村上 雄一、菅原 良介、結城 智博、木村 峻、今野 雄太、佐藤 千紘、阿部 晴佳、高橋 良太郎、山口 大輝、
庄中 七海、森下 友貴、新井 駿、星川 結依、辻井 伽奈、髙橋 拓巳、宰務 秀雄、柳沢 力、小野川 陽平、米谷 尚浩、菊地 悟史、齋藤 充哉、
立花 貴樹、炭田 諒、小宮 海、諸橋 明日香、山下 翔大、樋口 笑理、杣谷 拓海、濱谷 侑典、後藤 彩香、下國 大生、冨田 省吾、村中 瞭介、
作間 貴樹、山家 梓、齊藤 彩夏、小安 百香、山崎 稜馬（敬称略）

事務局からのお知らせ

　6月24日に第4回北海道PTパラスポーツWebミーティングが行われました。
　今年度の障がい者スポーツ支援部は『MEET&CONECT』を目標に掲げており、今回は2021東京パラリンピック（パラローイング）と2022
北京パラリンピック（クロスカントリースキー）に視覚障がい選手として参加した理学療法士の有安諒平氏を講師としてお招きし【理学療法が拓く
多様性の未来～これからのPTに求められること、夏冬2つのパラリンピックを経験して～】をテーマに、聴衆参加型の非常に有意義なWebミー
ティングとなりました。
　参加者の関心が高かった視野狭窄について、有安氏が実際に見えている視野狭窄状態を図解で解りやすく解説した後に、実際に参加者がマリ
オットの盲点実験を行い、周囲の映像や記憶により情報（視野）が補足される事を体験しました。
　また、スポーツにおける多様性がパラリンピックへの道を開いた話として「スポーツは、楽しみであり、身体を動かし健康効果を高めたり、何か
を達成する体験ができる価値のあるものだが、ほとんどが健常者に合わせて作られているルールの為、ネガティブな足枷であったが、障がい者
にも適応するルール（多様性）を作ったことによりスポーツを楽しめる当事者になれた。 QOLが上がり、足枷からパラリンピックへのチケットに
変わった」という話がとても印象深く残りました。後半では、有安氏のプライベート時の過ごし方からVO2max値まで幅広い質疑応答が行われ、
大盛況の後に終了しました。
　今後も障がい者スポーツ支援部は、理学療法士が障がい者スポーツの情報を持ち、障がいがある方をスポーツに繋げる橋渡し役をベースと
し、スポーツを社会参加の一つのツールとして選択肢に活用することを促していきたいと考えております。 スポーツ現場にて地域で専門的に運
動指導ができる理学療法士を増やし、地域指導者と理学療法士が繋がり、障がいに合わせた運動指導を展開できる事を目指します。
　全道障がい者スポーツ大会（陸上競技）や各種障がい者スポーツ大会で理学療法ブースを設置します。今まで関わったことのない方でも事前
講義や、当日はコアメンバーの指導を受けながら活動が行えますのでお気軽にお申し込み下さい。 

第4回 北海道PTパラスポーツ
Webミーティング

健康スポーツ局　障がい者スポーツ支援部

安部 朋美

2023 Northerner No.23608




